
設計者からの一言　　飯岡  哲司

　車が大好きなオーナーの希望の一つは、愛車を
眺めて暮らせるシチュエーション。それをかなえ
つつ、北側の防風林、南側の庭の樹木や花を室内
から眺めて暮らす「目が喜ぶ生活」を目指しました。
　構造は車庫と玄関まわりを RC、住居部分を木
造としました。また、室内にガラスブロックを使い、
表札用の英字やアンティークの飾りを RC壁に取
り付けるなど、いろいろな要素が盛り込まれた住
宅です。脇坂工務店の丁寧な仕上げに、技術力の
確かさと万能ぶりを再確認しました。

（有）脇坂工務店
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北と南両面の窓から、四季の変化を
楽しむ2階リビング。棚の向こうは寝
室。アーチ型にブロックガラスで囲ま
れているのは、小さなキッチン。
室内からガラス越しに愛車が見える。
大好きな車と暮らす感覚は、男性にと
っての本望。
2階リビングから庭を見る。引き渡し
後、オーナー自らが土を掘り、砂利を
入れ、完成させた力作。
食事はお母さんの部屋の隣にあるダイ
ニングで。日に何度も家族が集う。

　

庭
と
車
２
台
分
の
車
庫
。
そ
の
両
立
の
た

め
建
築
家
の
飯
岡
哲
司
さ
ん
が
提
案
し
た
の

が
、
Ｌ
字
型
の
プ
ラ
ン
だ
っ
た
。
「
少
し
で
も

庭
を
広
く
」
と
い
う
希
望
を
優
先
し
、
車
庫
は

あ
え
て
縦
列
型
と
し
た
。

　

奥
行
き
の
あ
る
車
庫
に
沿
っ
て
、
長
い
ア
プ

ロ
ー
チ
を
レ
イ
ア
ウ
ト
。
右
側
面
に
は
Ｒ
Ｃ
の

無
機
質
な
壁
が
続
き
、
玄
関
ド
ア
も
そ
の
雰
囲

気
に
溶
け
込
む
よ
う
な
し
つ
ら
え
だ
。
そ
れ
と

は
対
照
的
に
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
左
側
は
開
放
的

な
庭
。
そ
の
対
極
性
が
面
白
い
。

　

さ
ら
に
庭
と
の
境
に
は
水
盤
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
水
面
に
反
射
す
る
光
が
、
訪
れ
る
者
の

目
を
引
き
つ
け
る
。

現
代
的
な
表
情
と

自
然
な
空
気
感
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RCの存在感に、濃いネイビーの
外観が調和する。窓の周囲、グレー
の鉄骨がアクセント。水盤のある
アプローチの上には庇を設けた。

　

室
内
に
入
る
と
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
質
感
か

ら
一
転
し
て
柔
ら
か
な
木
質
に
。
70
代
の
母

が
暮
ら
し
や
す
い
よ
う
、
１
階
で
全
て
が
事
足

り
る
プ
ラ
ン
が
練
ら
れ
た
。
母
の
部
屋
は
南
側

の
庭
に
面
し
て
配
置
し
、
そ
の
隣
に
家
族
が
集

う
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
キ
ッ
チ
ン
。
水
ま
わ
り
も
１

階
に
集
中
さ
せ
た
。
２
階
は
リ
ビ
ン
グ
を
中
心

に
、
左
右
に
子
ど
も
部
屋
と
寝
室
と
い
う
間
取

り
。
建
具
は
１
〜
２
階
と
も
天
井
ま
で
の
高
さ

の
あ
る
引
き
戸
を
多
用
し
、
壁
に
収
納
さ
れ
れ

ば
広
々
と
し
た
一
体
の
空
間
と
な
る
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
現
代
的
な
趣
と
、
珪
藻

土
や
木
が
用
い
ら
れ
た
室
内
の
自
然
な
空
気

感
。
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
対
比
の
妙

が
、
暮
ら
し
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
さ
せ
る
家
で
あ
る
。
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※住宅雑誌「Replan」78号より抜粋。


